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　エ ビ を原因 と す る 食餌依存性運動誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

の 1例 を羅 験 した，症例繊 5歳 の 男牲 で ，昼

食 に エ ビ フ ラ イ を食 べ ，4時 聞 後に ラ ン ニ ン グ を した と こ ろ2000mの 地点 で全身の掻痒感を伴 う発赤疹

と呼吸困難 が 出現 し た．病歴 上，過去 に もエ ビ摂取後 の 運動 で 同様 の エ ピ ソ
ード を経験 し て い た．検査

で は エ ビ に対す る特異 IgE抗体 が 証明 さ れ
，

さ ら に エ ビ摂取後 の 運動負街試験で 血中ヒス タ ミ ン の 上昇

も認め ら れ ， 本症 と診断 した．

　本邦に は 本症例 を含め 25症例 の 報告が あ る が ， 13例 は 小麦製品． 10例 が エ ビ を 原因 と して い た．ま た

14例 は過去 に も運動後，蕁麻疹 や ア ナ フ ィ ラ キ シ ー様症 状を経験 して い た ．現 在運動 中の 突 然 死 が 問題

と な っ て い る が，本症 も そ の 原 因 の一
つ と考え ら h

， 医療従事者の み な らず ，
ス ポー

ツ の 指導や教育 に

携 わ る 人 も本症 の 正 しい 認識 を持 つ 必 要 が あ る．

Key　wor 己s ：　allergy　to　shrimp
− challenge 　test− food・dependent　exercise −induced　ana −

phyiaxis
− histamine − physical　anaphylaxis

緒　言 症　例

　運動と い う物理的刺激 に よ っ て 血圧低下 ， 意識障害，

呼吸困難 など強い 全身症状を起 こ す こ とが知ら れ て お

り，運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ
・7 一

と呼ぼれ て い る
II
．さら

に こ う し た 症例 の 中 に ，特定 の 食餌摂取後 の 運 動 に

よっ て ア ナ フ ィ ラ キ シ ー症状を呈する こ と が あ り，食

蟹依存挫運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー （food・dependent

exercise ・induced　anaphylaxis ） と称され て い る
2ト．

　今回我 々 は エ ビ摂取後 の 運動中に ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

蟻反応 を起 こ した症例を経験 し ，
ア レ ル ギ ー

学的検査

と負荷試験を行 っ た の で，本邦で 既 に 報告の あ っ た24

症例 と比較検討 して 報告す る．

R  eived ：February　13，1990

Ac  pted ；July　23，1990

　症例 ：15歳，男性，高校生

　主訴 ：呼吸困難

　既往歴 ：10歳頃 か ら時 々 エ ビ，カ ＝ 摂取に よ り蕁麻

疹が出現 して い た ．

　家族歴 ：祖父 に 糖尿病 ．ア ト ピー
性疾患 を有す る も

の は な い ．

　現病歴 ：13歳頃 か ら 昼食で エ ビ を食 べ ，昼休 み 時間

に遊ん で い て 呼吸困難が 出現し ， 治療を受け た こ とが

数回あ っ た ．

　昭和63年 4 月21 日 午後 1時頃，昼 食に エ ビの 天 ぶ らを

食べ た が ，そ の 時に は 蕁麻疹は 出現しな か っ た ． 4時

すぎ よ りク ラ ブ活動で ラ ン ニ ソ グ を行 っ た と こ ろ 、 約

2000m の 地点で，全 身皮膚 と咽頭 部 の 掻痒感を伴 っ

て ，皮膚 の 紅斑 と膨 疹が 出 現 し た．そ の 後急 に 呼吸困

難 とチ ア ノ
ーゼ が出現 した た め ，担 当教師の 車に て搬

送 され， 5時30分緊急入院 とな っ た ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1524 食鋸依存性運動誘発 ア ナ ア ｛ ラ キ シ ー
の 1例

Table　 l　 Irnmunological　findings Table　2　ChaUange　test

（1）Total　lgE

〔2）Skin亡est　and 　IgE・RAST 　 score

　　 An しigen

1．　Shrimp
2．Crab3

．　Buckwheaヒ
4．Wheat

5．Rice6

．　Soy　bean
7。Beaf8

．Pork9
．　Co   」

・’s　miIk

10．　Egg　ye［1◎ w

Ii．　Egg　white

12．House　dust
13．　Cedar　PGIIen

14，Ragwecd 　pollen

15．ASPergt
「
ilus

16．掬 π 諏1ご瓰那

17、Dog 　hair

18，　Cat　hair

Set

、／
、！

n

，｝
．

T

kS

、ノ
、
9’
、
！
丶
ナ

丶．
ノ

、

ノ

、
ノ

丶ノ
丶
ナ尸

＋
一

一
一

一
｝

一
一

一
覧
丿
　、
丿
　馳
丿

一

＋

十

（
r 
，
な

互
丿

）

＋

↓・
（

（
、
丿

、’

亠・
T

’
L
〆丶

2300U ／m1

RAST 　scere

　 　 3

　 　 4

　 　 2

　 　 2

　 　 2

　 　 2

　 　 1

　 　 0

　 　 e

　 　 o

　 　 o

　 　 4

　 　 1

　 　 2

　 　 0

　 　 0

　 　 0

　 　 0

（1）Shrlmp・oral 　£ hal］ange 　test

He　wa ・ ・bse・ved 　f・・ 6h ・ urs 　aft・・ e ・ti・g　leg
　 　 shrimp ，

（2）　Exercise　challenge こest

　　 〔a ）TredrniH：8kmlh ，　sbpe 　18
’
，7min ，

　　 （b）TredmilL　6km ！h，0
°
，30　min ．

（3）Exercise　chal 】ange 　test　a負er　eating 　shrimp

（a ）Tredm．ill（6kmlh 、　O
’
，30　min ）90　min 　after

　　 eating 　20g　sh 丁imp

（b）Tredmill（6km〆h，　IO
「
，20　ml 冂）3hours　after

eating 　20g　shrimp

1

　入 駝時現症 ：意識 は 明瞭．脈拍は 102！分，整，血 圧

は 122／60mmHg ．呼吸数 は 261分．全身皮膚 に紅斑及 び

蕁麻疹を認 め た．また 顔面 は 浮腫状で い わゆ る血管浮

腫を疑わ せ た．眼球 お よ び 眼瞼結膜に は 著明な充 血 が

み られ，流涙，水様性鼻汁 を 伴 っ て い た，他 に 喉 頭浮

腫に よ る と思われ る 嗄声 が 認め られ た．ア ナ フ ィ ラ キ

シ
ー

の 診断 の も と直 ち に epinephrine 　O．3ml 皮下注 ，

methylprednisolone 　125mg，　 chlorpheniramine 　smg

を静注 し，酸素を2．0〜！min 経鼻投与 し た．1  分後に は

呼吸困難 は 消失 し，20分後 に は 皮膚症状 もほ ぼ 消褪し

た．

　入院時検査 ：
一

般検査で は 血液 、 生化学，血清い ず

れ に も異常を認め な か っ た．

　ア レ ル ギ ー学的検査 （Table　1）：血清 IgE （RIST ）

は 2300U ／ml と 高 値 を 示 し、血 清 特 異 lgE 抗 体

（Phadebas　RAST 　Kltで 測定）で は エ ビ
， カ ニ

，
！・ウ

ス ダ ス ト，ダ ニ に 対し て score 　3ま た “t　4 と強 い 反応を

示 した ．鳥居社製抗原を用い た皮内反応で は ，エ ビ，

カ ニ ， ハ ウ ス ダ ス ト，ダ ニ を は じめ 12種 で 陽性 を 示 し

た ，

　食餌お よ び運動負荷試験 ：病歴 と ア レ ル ギ ー学的検

査 の 結果 よ りエ ビ に よ る食餌性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ

シ ーを疑 い ，エ ビ 摂取単独，運動単 独，そ し て エ ビ摂

取 と 運動 に よ る 3 種類 の 負荷試 験を行 っ た （Table

1，0
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　Fig．　 L　Changes　in　plasma 　histamine　Ievel
before　and 　after　challange 　tests．

2）．エ ビ単独 の 負荷ei　 ＝ ビ IOg を摂取 させ ，そ の 後 6時

間経過観察し た が 皮疹 ， 呼吸困難 ， 血圧低下な ど認め

ず陰性 と判定した．運動負荷は Tredmま】】法 で 8km ／h，

傾斜18度 の 条件で 7分間 と，6km ／h，傾斜 0度の 条件

で 30分間 の 2種類を行 っ たが，いずれ も陰性で あ っ た．

エ ビ 摂取 と運動 の 併用負荷試験で は
，

＝ ピ を20g経 口

摂取 させ ， そ の 後90分 と 3 時間 目に Table　2 に 示 し

た 運動量を負荷 した と こ ろ，臨床症状か らは 陰性で あ っ

た．しか し 3種 類 の 負荷前後 に 血漿 ヒ ス タ ミ ン 値 を

radioimmunoassay 法 で 測 定 した と こ ろ，　 Fig、1 に 示

し た よ うに 、 エ ビ だ け の 負荷で は 前値O．15か らO．32
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1　・g！ml と約 黯 吐 昇が認め らttた が 運 動 み で は

；
上昇は 認 め ず，エ ビ 摂取と運動負荷で O．09か ら 63ng／

Pt1へ と 7倍 の 上 昇を認め た ．

　 以上 の 結果 よ リエ ピ に よ る 食翻性運動誘発 ア ナ フ ィ

　ラキ シ
ー

と診顧 し， 以後 エ ビ の 摂取を禁止 し た と こ ろ，

　アナ フ ィ ラ キ シ
ー
様 症状 は 出現 して い な い ，

1
；

1　 　　　　　　 　　 考　察

1

　 ア レ ル ギ ー
反応は 一般 に は 1型 か ら押型 に 分類 さ れ

てい るが，そ れ とは 別 に 寒冷 ， 温 熱，運動，光線 ， 振

動な どの 物理 的刺激 に よ り誘発 さ れ る ア レ ル ギ
ー

様反

応を物理的 ア レ ル ギ
ー

（physical　allergy ）と呼 ん で い

　る．二 の 際 T 全身の 蕁麻疹，血管浮腫，呼吸嗣難 腹

部症状，血 圧低下，意識消失な どの 強 い 全身症状を伴

　う場合 に は物理 的 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー （physical　 ana −

phylaxis）と呼称され て い る．運動後に起 こ る ア ナ フ ・

　ラキ シ
ー

様反応 に つ い て は 1970年 Mathews ら
3 ）がす

1

で に 報告 し て い た が，米国 に お い て 花形 Z ポ ーツ 選手

が運動後突然 ア ナ フ 4 ラ キ シ
ー
様症状を呈する事故 が

報道 さ れ ，また ShefferらD が 同様 の 症状を呈する 16癲

例 を 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー （exercise −induced

anaphylaxis ）と命名し て報告 した こ とか ら ，

一殻に 注

　目され る よ うに な っ た．さ ら に 特定 の 食餌摂取後の 運
繝

動時の み に ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

様症状を呈する症例 も報

告 され
2）4）−B ）

，
Kidd ら

2｝
は こ れ を特 に 食餌依存 性運動誘

　発 ア ナ フ ィ ラ キ ン
ー （food・dependent　 exercise −

induced　anaphylaxis ） と称 し た ．

　 本症例 は ，運動中突然，全身皮 膚の 蕁麻疹 に と もな っ

　て結膜の 充血，流涙，鼻汁，嗄声お よ び呼吸困難 と い っ

　たア ナ フ ィ ラ キ シ ー様症状を 呈 し ， さらに 病歴上．今

　まで に 数回 同様 の エ ピ ソ
ードがあ り，い ずれ の 時 も エ

　ビを摂取 した後 の 運動時 に の み に 起こ っ て い た こ と か

　ら，エ ビ を原因 とする食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ

　キシ ー
を強 く疑い 、

エ ビの 摂取と運動 の 負荷試験を施

　行し確診 した ．本 症例 は ，エ ビ 以外に もカ ニ
，

ソ バ ，

　小麦紛 ， 米 ， 大豆 に 対 し て も特異的 1gE抗体 が 証明 さ

　れて い る． こ れ ら食餌抗原や 料理 に 用 い た 油 な ども誘

　因の ひ と つ と して 否定で きない が，今ま で の エ ピ ソ
ー

　ドが い ず れ も エ ビ摂取 との 関係が明 ら か な こ と，ほ と

　ん ど毎 日 ク ラ ブ 活動で ラ ン ニ ソ グ を行 っ て い る が， エ

　ビ を摂取 して い な い 時は 皮膚症状を含め て な ん ら症状

　が発現 して い ない こ とな どを考慮 し，今回 は エ ビ以外

で の 食餌摂取負荷は 施行 し な か っ た．た だ し本邦 24症

例 の うち 13症例 は 小麦粉が原因 で あり，多 くの 料理 に

小麦粉は 含 ま れ て い る こ と を 考え れ ば，本症例 に お い

て も小麦粉 に 関 して は 今後も注意し て い く必要が あ る

と思わ れ る．

　Shefferら5｝5）は 米国 の 運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

患

者を調査 した結果 ，
ア ト ピ ー素因を持つ 者が 多 く，ま

た約 4割 は 食餌や薬物と関連があり，食物 で は 甲殼類，

P．， 果物 セ 卩 リ が，薬物で は ア ス ピ リ ソ が 多 か っ た

と し て い る．本 邦の 食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ

シ
ー

症例 は，我 々 が検索 し得た範囲 で は 本症例を含め

て 25症例 の 報告 が あ る に す ぎな い
9〕一！ s｝（Table　3）．年

齢は 10歳 か ら65歳 に わ た る が，16例 は 2G歳未満 の 若年

者 で あ る．性差は 18 ： 7 と男性 に 多 か っ た が，こ れ は

男女 の 運動す る機会の 差 も考え られ よ う．関連食物は

小麦製品 が 13例 と最 も多 く，次 い で エ ビ が 10例で ，他

は イ カ ，
カ ニ ，ブ ド ウ，貝類が各 1例で あっ た ．こ こ

で 興味 あ る 点 は，エ ピ に 関 し て は 皮内反応，RAST と

も に 陽 i生を示 し て い る の に ， 小麦 に 関 し て は 皮内反応

は ほ と ん どの 症例 で 陽性 に で て い る が RAST で は 2

例 （case 　4，14）を除 い て 陰性 で あ っ た こ とで あ る．小

麦 も含 め，一
般 の 食物 ア レ ル ギ ー

の 診断 に は 皮膚試験

よ り RAST の 陽性率が高い と言われ て お り
24｝，ま た 吸

入感作 に よ る小麦粉喘 息 に お い て も RAST の 陽性 率

は 高い と され る
25）．食餌俵存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ

シ ー症例 に お い て ，小麦 ｝こ 対す る 皮 内反応 が 陽 性 で

あ っ た に もか か わ らず ， RAST が陰性 とな っ た 理 由は

判然 と しな い が，診断 に 当 た っ て は 小麦 の RAST が陰

性で あ っ て も原 因抗原 と し て否定で きな い こ とに 注 意

す べ きで あ ろ う．特 に 小麦 の 場合 ，
パ ソ や ク ッ キ ー類

の み で な く，天ぷ ら や フ ラ イ の こ ろ もに も含ま れ る の

で
， 患者 に と っ て は エ ビな どと違 っ て 食餌内容 と症 状

発現と の関連性 に 気付き難 く，運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ

シ
ー

の 患者 に は，全例小麦 に よ る皮内反 応が必要 と思

われ る．

　 本症の 診断 に は ， 本症の 存在を念頭に い れた詳細 な

問診が大切 で あ る．また確定診断に は 関連す る と思 わ

れ る食餌 の 摂取と運動負荷で 症状が再現する こ とを確

認す る こ とが最も必要な こ とで あ るが，誘発 され る症

状が重篤と な る 可 能性 もあ り，そ の 実施 に あた っ て は

細心 の 注意 が 必要 で あ る，ま た食餌摂取 の 量 と，運動

負荷の 質と量，さらに 食餌摂取後 の 運動負荷ま で の時

問 な どに縹準的 な方法 は な く，再 現性が低い と の 指摘

もあ る
13 ）．今 回 の 我 々 の 症例 も，食餌の み ，運動の み，
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Table　3　Ctinical　feature　of　lg　cases　with 　food・dependent　exer ｛：ise・induced　anaphylaxis 　in　japan

PatientAge ／Sex
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裝
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四
雪D ND 〃
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ご＋） 鮮D 〃
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Sh   k …
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’
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上4， 主6／FBuckwheat
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一
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一
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寧9〕
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20． 15！ME ．三．AnaUrt ，　Ang，　Dysp， R   ingG7a 躍 （亭 ） 硼 NDr − 1、尸 9MaLsuz3ki2n
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Diarrhea
23． 19！FAsthmau 貢 ，w 贓 ．恥lsp，

Dに rτhea，　Vomlt 
衰umingShelh 「sh （±） 48G4 （

一） （＋） Juli躍 ，

24． 主5／M ？
‘冫 ？ Wh 台aヒ （＋ ） 620 ？ （

一
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25， 15／MEI 　 ADaUrt 、　A η9，　Dysp2u 皿 ingShrimp （＋ ） 23003 〔一） （＋ ） Presnting
Rhln甬 s case

E．1．Urt＝Exercise　induced　 urticar 正a，　EJ，　Ana ＝Exercise　induced　 anaph ｝
・1axis，　Urt＝Ur ヒlcaria，

Dysp＝D｝
’spnea ，　 Wheez ＝ Wheezing ，　 ND ＝ not 　done，（十 ）＝pOsitive，（

一
）；negative ．

Ang ；AngiQedema ，

●

さ ら に 食餌 と運動両 者の 負荷を実施 し た が，臨床症状

か らは なん ら変化 は とらえ られな か っ た．しか し同時

に 測定 し た 血 漿 ヒ ス タ ミ ソ 値 は 運動負荷 の み で は 上 昇

は示さ なか っ た の に対し て，エ ビ 摂取 の み で前値 の 2

＄，エ ビ擬取 と運動負荷の 併用 で 7 倍 の 上昇を認 め た

た め ，誘発試験陽性 と判定 した．本症発作時 また は 誘

発試験時に 血漿中 ヒ ス タ ミ ン 値が 上 昇す る こ と は 多 く

の 症例 で 報告 され て お り
G｝’）1°）12 ）；s）17 ）ls 】：e｝21）−23）26｝2 ’）そ

の 診断的意義は 高い ．

　さて 本症の 発症機序 に 関 し て で あ るが，前述した 血

漿 ヒ ス タ ミ ソ の 上 昇以 外 に ，運動負荷 に よ っ て 好中球

遊走 因子 や 好 酸球遊走 因子 が 上昇す る と の 報 告 もあ

り
29 ｝，さ らに Shefferら29 ｝は 本症患者の 肥満細胞 に は

顆粒溝造 の 変化 や 顆粒消失 な どの 所見が存在する こ と

を証 明 して い る こ とか ら，肥満 細胞 か ら ケ ミ カ ル メ

デ ィ
エ ー

タ
ーが放出 さ れ，循環血 中 へ と 流出す る こ と

が ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
の 発症と強 く関係して い る と考 k

られ る．し か し 運動 と い う刺激が な ぜ 肥 満細胞か ら の

脱顆粒 を促す の か に つ い て は 不明で あ る，また食餌摂

取 と関連する 運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
症例 で ，食餌

摂取 と運動の組み合せ が ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

を誘発する

理由 に つ い て は ，（a ）運動 に よ り食物抗原 の 吸収が促

進 され た り，抗原分布が変化する可能性 や，（b）特異

的 lgE抗体 を 介 した 反応 が 肥 満細胞か ら の ケ ミ カ ル

メ デ ィ
エ ー

タ
ー

遊離 の F リ ガ
ー

と し て 作用す る，（C）

運動が 自律神経系や 内分泌系の 適応能を低下 させ る，
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（d）食餌摂取 に よ る内臓 へ の 童 流 の 増加 と運 動に よ

る骨格筋 へ の 血流増大が重 なる こ とに よ る血流の 不均

衡 の 影 響，な ど の 事 項 が 考 え られ て い る も の

の
13 ）：4）20 ＞30 ），推測 の 域を で な い ，

　次に 本疾患の 予防な ら び に 治療に 関 して で あ るが，

当然考 え ら れ る方法 は ，関連す る食餌 の 禁止と運動の

制隈で ある．また 特定 の 食餌抗原を摂取 しな い 時で も，

食後 2 〜4 時間 は 激 し い 運動を避け る こ とが大切で あ

り
2｝．高温多湿 の 日 に は 運動量 の 減量 が必要 と さ れ て

い る
6 ｝．運動中 に 倦怠感，熱 感，皮膚掻痒感，紅斑 など，

本症 の 最も初期 に 現れ る症状を 認め た 場合 に は ，直ち

に 運 動を中止する こ と が大切で ある
5）

．薬剤 に よ る 予

防効果 に つ い て は，抗 ヒ ス タ ミ ソ 剤 が 効果的 で あ っ た

症例 の 報告
20 ）

　igある が
， 現時点 で は，薬剤 に よ る 確実 な

予防 は 困難 で あ り
31｝，運動 の 制限 の み が最も確 実な予

防方法 とされ る，
一

度起 こ っ た ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

に 対

して は ヱ ピ ネ フ リ ン の 皮下注が first　choise とな る こ

とは 言 うま で もな く，そ の 他状態に 応じて 酸素吸 入 や

抗 ヒ ス タ ミ ソ 剤， ス テ ロ イ ド剤の 投与さらに は，輸液

な どが必要 とされ る．米 国 で は エ ピ ネ フ リ ン の 自己注

射 も認 め られ て お り，Lewis ら
32 ）は その 有効姓を報告

して い る．我が国 に お い て も， 養蜂業者に お け る ア ナ

フ ィ ラ キ シ
ー

の 問題 な ども含 め，救命を 目的 と した エ

ピ ネ フ リγ 自己注射 の 適応 に 関して の 検討が 必要 と思

われ る．今回，特定の 食餌 に 関連 して起 こ る運動誘発

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
の 1 例を報告した が

， 食餌 と の 関係

の 明らか で な い 症例を含 め れぽ相当数 の 症例が存在す

る もの と思わ れ，また最近我が国で も問題に な っ て い

る若年者の 運動中の 突然死症例 の 中 tc本症 が 見落とさ

れて い る 可能性もある，また 本邦 で 報 告 され て い る25

例 中 14例 は
， 過去 に も運動 中 に 蕁麻疹を伴 っ た ア ナ

フ a ラ キ シ
ー
様症状を認 め て い る もの の 本症の 診断 が

つ け ら れ ずに 適切な指導が な さ れ て い な い 、従 っ て 医

療従事者の み な らず，ス ポ
ー

ツ の 指導 や教育 に 髭わ る

人も，運動 に 関連 した 蕁麻疹や ア ナ フ ィ ラ キ
・
；
一

様症

状 に つ い て の 正 し い 知識 をも ち，事故ぷ未然 に防げ る

よ う努力する必要があろ う．
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ACASE 　OF 　FOOD ・DEPENDENT 　EXERCISE ・INDUCED 　ANAPHYLAXIS

　 Takashi　Wat 盆nabe ，　Yuji　Sakamoto，　Hidemi　Tomonaga，　Masahito　Inuyama ，

　　　　　　　　　　 Hatsuyo　Sasayama　and 　Kouhei　Hara

The　feco”d　D蜘 厂’耀 π’of　ln’ernal 　Afedicine，ぬ 8侭 σ ゴ々Un　iversity　Seh（ml 　Of　Medicine

　　　　　　　　　　　　　　　Yukio　Imamura

　　　　　　　　　　　　 Nagasaki　Memo 癜 I　Hospilal

　　　　　　　　　　　　　　　 Sadahiro　Asai

　　　　　　　　　　　　　 SUsebe〔語nera ’Hospitat

　　A15 ・year｛｝嶺d　man 　with 　fooddependent　exercise ・indu  d　anaphyiaxis 　is　reported ．　The　patient　had　b曙 un 　to　run
4　hours　after　he　had　lunched　on 　fried　shr ｛mps ．　When τunning 　about 　2000　m

，
　he　suffered 　from　general　c 矼taneous

erythema 　 with 　itching，　urticaIia ，
　angloedema 　of　face　and 　dyspnea、　He　had　experienced 　the　similar 　episodes

ass   iated　with 　postprandial　exercise 　before．　Sk孟n　tes監and   E・RASTwere 　positive　for　shrimp ．　Exercise　challenge

test　after　havi  20　g　boiled　shdmp 　was 　co 蠱ducted，　and 　the　elevation 　of　plasma　histamine　level　was 　recoxgnised ．

　　25cases　withfood 《1ependentexercised・induced　anaphylaxis 　have　reported 　in　japan，130125　cases 　were 　related

with 　wheat
，
　and 　10　cases 　were 　related 　with 　shrimp ．140f　25　cases 　had　experiensed 　the　simnar 　episodes ．

　　Exercise　as 　part　of 　planned　health　prqgram 　has　virtually 　mushroomed 　world ・Wide、　Therefore，　the　fact　that
anaphylaxiscanbe 　acomplication 　of　such 　exercise 　must 　be　recQgnised 　if　appropriate 　prevention　and 　treatment　are

to　be　administered 、
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